
源
泉
所
得
税
の
徴
収
状
況
調

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

給
与
所
得
な
ど
の
源
泉
所
得
税

に
つ
い
て
、
平
成
17
年
分
源
泉
所

得
税
の
徴
収
状
況
調
（
合
計
分
）

の
提
出
期
限
は
１
月
31
日
㈫
で
す
。

　

提
出
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
、
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

伊
予
西
条
税
務
署
法

人
課
税
部
門

TEL
０
８
９
７―

５
６―

３
２
９
３

公
的
年
金
等
の
確
定
申
告
説

明
会
を
開
催
し
ま
す

　

公
的
年
金
受
給
者
を
対
象
に
、

確
定
申
告
書
の
作
成
方
法
な
ど
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

■
日
時
・
場
所　

別
表
の
と
お
り

■
説
明
会
で
必
要
な
書
類

〇
確
定
申
告
書
（
な
い
場
合
は
当

日
お
渡
し
し
ま
す
）

〇
平
成
17
年
分
の
給
与
所
得
・
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

※
公
的
年
金
以
外
に
収
入
の
あ
る

方
は
、
そ
の
所
得
の
計
算
に
必

要
な
書
類
な
ど
。

〇
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
支
払

金
額
が
分
か
る
書
類

〇
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
支
払

い
を
証
明
す
る
書
類

〇
生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
の

控
除
証
明
書

〇
医
療
費
の
領
収
書
な
ど
、
所
得

控
除
に
必
要
な
書
類

〇
住
宅
借
入
金
な
ど
、
特
別
控
除

に
必
要
な
書
類

〇
申
告
者
名
義
の
預
貯
金
口
座
番

号
が
分
か
る
も
の

〇
印
章
・
筆
記
用
具
・
電
卓

※
税
法
改
正
に
よ
る
申
告
者
の
増

加
で
、
当
日
は
か
な
り
の
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
医
療
費
控

除
等
を
受
け
る
方
と
公
的
年
金

以
外
に
収
入
が
あ
る
方
で
、
収

支
計
算
の
必
要
な
方
は
事
前
に

計
算
を
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

伊
予
西
条
税
務
署
個

人
課
税
第
一
部
門

TEL
０
８
９
７―
５
６―

３
２
９
２

産
業
別
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た

　

愛
媛
労
働
局
で
は
、
産
業
別
最

低
賃
金
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

平
成
17
年
12
月
25
日
か
ら
施
行
し

ま
し
た
。

■
改
正
後
の
産
業
別
最
低
賃
金

①
パ
ル
プ
、
紙
製
造
業

　

１
時
間　

７
４
０
円

②
一
般
機
械
器
具
製
造
業

　

１
時
間　

７
５
６
円

③
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
、
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
製
造
業

　

１
時
間　

７
１
６
円

④
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機

関
製
造
業

　

１
時
間　

７
６
４
円

⑤
各
種
商
品
小
売
業

　

１
時
間　

６
７
０
円

※
④
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、

金
額
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

※
①
～
⑤
の
労
働
者
と
、
①
・
③

の
業
種
に
は
、
最
低
賃
金
の
適

用
除
外
と
な
る
労
働
者
・
業
種

が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
次
の
と
こ
ろ
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
愛
媛
労
働
局
賃
金
室

TEL
０
８
９―

９
３
５―

５
２
０
５

〇
新
居
浜
労
働
基
準
監
督
署

TEL
０
８
９
７―

３
７―

０
１
５
１

年
金
を
受
け
る
に
は
裁
定
請

求
の
手
続
き
が
必
要
で
す

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
な
ど
を

受
け
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
年
金

を
受
給
す
る
た
め
の
手
続
き
（
裁

定
請
求
）
を
し
な
い
と
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

裁
定
請
求
を
す
る
に
は
、
裁
定

請
求
書
と
必
要
書
類
を
提
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出
先
は
、

加
入
し
て
い
る
年
金
の
状
況
で
異

な
り
ま
す
（
左
表
参
照
）
。

　

詳
し
く
は
、
各
提
出
先
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

〇
新
居
浜
社
会
保
険
事
務
所

TEL
０
８
９
７―

３
５―

１
３
０
０

〇
市
庁
舎
本
館
保
険
年
金
課

　

年
金
係　
　
（
内
線
２
４
３
６
）

〇
東
予
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
１
５
３
）

〇
丹
原
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
２
０
８
）

〇
小
松
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

保
険
年
金
係　
（
内
線
１
３
３
）

国民年金１号被保
険者期間のみの方

国民年金３号被保
険者期間のある方

複数の年金に加入
し、最終加入制度
が国民年金の方

複数の年金に加入
し、最終加入制度
が厚生年金の方

複数の年金に加入
し、最終加入制度
が共済年金の方

裁定請求を行う
年金の種類年金の加入状況

老齢基礎年金
障害・遺族年金
老齢基礎年金
障害・遺族年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金

障害・遺族年金

老齢基礎年金
老齢厚生年金
障害・遺族年金
老齢基礎年金
老齢厚生年金
障害・遺族年金

■裁定請求書の提出先

裁定請求書などの提出先

〇初診日・死亡日の加入制度が１号被保険者期
　間の方は、西条市役所担当課
〇初診日・死亡日の加入制度が３号被保険者期
　間の方は、新居浜社会保険事務所

西条市役所担当課

新居浜社会保険事務所

新居浜社会保険事務所

新居浜社会保険事務所

それぞれ加入していた共済組合

最後に勤めていた事業所を管轄する社会保険事
務所
※退職している場合は新居浜社会保険事務所

〇１号被保険者とは自営業・農林漁業・学生などの加入者で、３号被保険者とは厚生年金・共済年金加入者の配偶者です。
〇初診日とは被保険者が障害の原因となった病気やけがの初診の日で、死亡日とは被保険者が死亡した日です。
〇老齢基礎年金は、保険料の納付期間と免除期間を合計して25年以上（受給資格期間）ある人が65歳になったときに支給さ
　れます。希望すれば60歳から繰り上げ支給を請求することもできますが、その場合は支給額が減額されます。
〇老齢厚生年金は、１カ月でも厚生年金に加入した方が老齢基礎年金の受給資格期間を満たしている場合、65歳になったと
　きに報酬比例の年金を老齢基礎年金に上乗せして支給されます。
〇１年以上厚生年金の加入期間がある方は、60歳から65歳までの間、特別支給の老齢厚生年金が支給されます。

■確定申告説明会の日時・場所

丹原

地区

小松

東予

西条

場　　　所日　　　時
丹原福祉センター
２階大会議室
小松総合支所
２階ホール
東予総合福祉センター（ほほ
えみプラザ）２階第２会議室
総合福祉センター（もてこ
い元気館）３階研修室（２）

２月８日・９日・10日・13日
 9：00～16：00

２月３日・６日・７日
 9：00～16：00

２月１日・２日
 9：00～16：00
２月１日・２日
 9：00～16：00
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